
 ５月１８日にこうのとりマルシェが開催さ

れました！数日前から雨マークがついたり消

えたりの不安な天気予報でしたが、当日は一

日雨は降らずに持ちこたえてくれました。今

回もこうのす花まつりと同時開催ということ

で、つみとったポピーの花を手に会場を回る

方の姿も目立ちましたよ。 

 天空の里では前回に引き続き、みなさんのスマー

トフォンから参加できる“デジタルクイズラリー”

を行いました。天空の里周辺にあるクイズに答えて

すべてのスタンプを集めた方には、飼育係特製オリ

ジナルグッズをプレゼント！たくさんの方にご参加

いただきました！ 

 

 

 ここでみなさんにクイズ

のおすそわけです！ 

 

 

「マルシェでクイズ！飼育の日の質問・回答編も！」  

２０２５年６月２日  

コウノトリ 

シャーレポピーの赤い絨毯！ 

ＱＲコードを読み込んで回答！ 

（答えは次のページの最後に！） 



天空の里 鴻巣市コウノトリ野生復帰センター 

飼育担当：寺内 

スタッフもちょっと迷ったこの問題も。 

 

   

 

 

 

 

 

 

と、こんなクイズやあんなクイズがありました！コウノトリについて楽

しみながら知ってもらえていたら嬉しいです！ 

 

 また、土日祝日恒例の飼育係によるガイドでは、４

月１９日の「しいくの日」で質問を募集した「飼育係

へ聞いてみよう！」の回答編もご紹介しました。 

 回答編は次のページをご覧ください！ 

 

（答え：問題１は１番、問題４は２番） 

質問たくさん！ 



繁殖シーズンは、飼育係は親鳥のサポートをメインにしています。

親鳥が事情があって育てるのがむずかしい場合、代わりにヒナを育てることもあります。

ヒナも成鳥も、オスとメスの見た目の違いはほとんどありません。

オスのほうが大きい傾向にはあるようですが、個体差もあるので難しいです。

はっきり調べたいときは血液検査で判別します。

「なついている」かは分かりませんが、飼育係によって鳥の反応が違うことはあるので

人の区別はついているのかもしれません。

動物のために！と思って取り組んだことで、いきいきとした姿が見られると

「やってよかった！」とこちらもうれしい気持ちになります。

飼育係はみなさんへ「伝える」ことも大切な仕事のひとつです。

今までよりちょっとでも、いきものや自然へ興味を持ってもらえるととってもうれしいです　！

コウノトリの様子は観察カメラで毎日チェックしています。

餌をどのくらい食べているか、何時にどこでなにをしているか、何回巣材を運んだか……。

記録と記憶と経験を駆使して「おや？いつもとちがうぞ？」を見逃さないように気を付けています。

そしてどんな動物もひとりで飼育しているわけではないので、スタッフのチームワークもとても大切です。

湿地にくらす魚やカエル、昆虫、ネズミやヘビ、ミミズなどのいきものを食べる肉食の鳥です。

天空の里では、ワカサギやアジ、ドジョウなどを与えています。入ってきた虫やカエルも食べているかもしれません。

実は野生での寿命ははっきりわかっていません。2020 年に放鳥が始まったばかりだからです。

飼育下だと 30～ 35 年程度だといわれています。

4 月 19 日は飼育の日！でした！
飼育係に聞いてみよう！～回答編～

メスとオスの見分け方は？生後どのくらいでわかりますか

飼育係を認識して、なついたりするのでしょうか

コウノトリはなにをたべるんですか /どんなごはんをあげてますか
寿命は何年くらいですか？（自然界で生きる場合）

コウノトリを飼育していて、気を使っていることや大変だなと思うことは何ですか

こどもをうむとき、飼育係は手伝うんですか？

一番の仕事のやりがいは何ですか /一番うれしいことは何ですか


